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略
　　
歴
昭和四五年三月
　
東北大学大学院文学研究科中国学専攻博士課程後期中途退学
昭和四五年四月
　
九州大学助手（文学部哲学史）
昭和四九年四月
　
東北大学講師（教養部）
昭和五〇年四月
　
東北大学助教授（教養部）
昭和六二年九月
　
広島大学助教授（文 部中国近世思想史講座） 。同、大学院担当。
平成
　
三年四月
　
広島大学教授。 （文学部中国近世思想史講座 。同、大学院担当。
平成
　
四年八月
　
北京日本学研究センター客員教授（日中比較文化論担当）
平成
　
七年八月
　
北京日本学研究センター客員教授（日 比較 化論担当）
平成十一年四月
　
東洋大学教授（文 部中国哲学 科） 。大学院中国哲学専攻担当。その間、東北大学、富山大学、愛媛大 、 阪 、北海道大学に集中講義を担当。東京大学、安田女子大学 広島女 院大学、二松 舎 国際基督教大 の非常勤講師を歴任。
東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第二十一号
一〇
【著
　　
書】
1『陸象山と王陽明』研文出版
　
一九九〇年七月
2『日本における陽明学 ぺりかん社
　
一九九九年一二月
3『陽明学が問いかけるもの
　
二〇〇〇年五月
4『中国近世の心学思想』研文出版
　
二〇一二年一〇月
5『日本近世の心 思想』研文出版
　
二〇一三年三月
【訳
　　
書】
1『伝習録』 （鑑賞中国の古典
10）角川書店
　
一九八八年三月
2『伝習録――「陽明学」の真髄――』講談社
　
一九八八年六月
3『伝習録――「陽明学」の真髄――』タチバナ教養文庫
　
一九九五年四月
4『菜根譚』タチバナ教養文庫
	 一九九六年七月
5『洗心洞箚記――
	 大塩平八郎の読書ノート――』上・下
　
タチバナ教養文庫
　
一九九八年九月
6『論語』タチバナ教養文庫
　
二〇〇〇年七月
一一
吉田公平教授
　
略歴・研究業績記録
【監修・編著】
1『林良斎全集』ぺりかん社監修
　
一九九九年五月
2『中江藤樹心学派全集』上・下巻
　
研文出版
　
共編著
　
二〇〇七年一一月
3『小学生のための言志四録
　
やる気がでてくる』
　
ＰＨＰ研究所
　
監修
　
二〇一一年六月
【学術論文】
（
1）胡敬斎の思想
		 集刊東洋学
　
第
21号
　
一九六九年八月
（
2）呉康斎論
　
集刊東洋学
　
第
24号
　
一九七〇年一月
（
3）銭緒山の「伝習続録」編纂について
　
哲学年報
　
第
31輯
　
一九七二年二月
（
4）明儒胡廬 論――心学の一屈折――集刊東洋学
　
第
30号
	 一九七三年一二月
（
5）李見羅の思想
　
日本中国学会報
	 第
27集
　
一九七五年一月
（
6）王陽明の思想――誠意説について――東北大学教養部紀要
　
第
25号
　
一九七七年二月
（
7）王陽明の思想――体認をめぐって――九州大学中国哲学論集
　
第
3号
　
一九七七年一〇月
（
8）王一菴の思想――誠意説をめぐって― 日本中国 会報
			 第
29集
　
一九七七年一〇月
（
9）雲川弘毅著「心学弁」について（紹介翻刻）
　
東北大学教養部紀要
　
第
33号
　
一九八一年二月
（
10）利瑪寶の「天主実義」について『神観念の比較文化論的研究』講談社
　
一九八一年二月
東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第二十一号
一二
（
11）王陽明の「朱子晩年定論」について――明末清初朱陸論序説――九州大学中国哲学論集
　
特別号
　
一九八一
年一二月
（
12）奥平定時編「東聞録」について
　
東北大学教養部紀要
　
第
36号
　
一九八一年一二月
（
13） 「朱子晩年定論」の継承――明末清初朱陸論の一端 ―『荒木教授退休記念中国哲学史研究論集』葦書房
	
一九八一年一二月
（
14）性善説と無善無悪説
　
金谷治編『中国における人間性の探求』創文社
	 一九八三年三月
（
15）日本における 伝習録」――日本陽明学の一素描――東北大学教養部紀要
　
第
39号
　
一九八三年一二月
（
16）中江藤樹と陽明学――誠意 をめぐって― 日本思想史学
　
	 第
16号
　
一九八四年九月
（
17）銭緒山の「王文成公全書」所収「文録続編」の編纂について
	 東北大学教養部紀要
　
第
41号
　
一九八四年一二
月
（
18）江戸初期における陽明学の受容 林羅山と中江藤樹 場合――高橋富雄編『文化における受容と変容』角
川書店
　
一九八五年二月
（
19）新儒教徒の「唐宋」観――陸象山を手がかりに――集刊東洋学第
54号
　
一九八五年一一月
（
20）陸象山研究序説
　
東北大学教養部紀要
　
第
43号
　
一九八五年一二月
（
21）王陽明（下）
　
岡田武彦編『陽明学の世界』明徳出版社
　
一九八六年一一月
（
22）宋本『朱子文集』について
　
東北大学教養部紀要
	 第
45号
　
一九八六年一二月
（
23）韓愈の人間観
	 ――
	 性三品説をめぐって――片野達郎編『中世の文化』角川書店
	 一九八八年二月
（
24）朱子学・陽明学における『大学』
	 源了圓編『江戸の儒学――『大学』受容の歴史――』思文閣出版
　
一九八八
一三
吉田公平教授
　
略歴・研究業績記録
年九月
（
25）陸象山の南康訪問
　
中国古典研究
　
第
33号
　
一九八八年一二月
（
26）南康会見後における陸象山の朱熹批判
　
広島大学文学部紀要
　
第
48号
　
一九八九年一月
（
27）江戸後期の朱陸論――その由来を論じて一斎・中斎に及ぶ――源了圓編『江戸後期の比較文化研究』ぺりか
ん社
　
一九九〇年一月
（
28）新儒教における正統と異端
　
片野達郎編『正統と異端――天皇・天・神――』角川書店
	 一九九一年二月
（
29）幕末期瀬戸内海の陽明学者
　
内海文化研究紀要
　
第
20号
　
一九九一年三月
（
30）林良斎の「陸王学徴」について
　
内海文化研究紀要
　
第
21号
　
一九九一年三月
（
31）明治の陽明学者春日白水について
　
広島大学文学部紀要
　
第
51号
　
一九九二年三月
（
32）銭徳洪略伝
　
陽明学
　
第
5号
　
一九九三年三月
（
33）王陽明の朱子学批判
　
藤樹研究
　
第
146号
　
一九九三年八月
（
34）告子について
		 内藤幹治編『中国的人生観・世界観』東方書店
　
一九九四年三月
（
35）朱・王における陸子の位置
　
藤樹研究
	 第
147号
　
一九九四年七月
（
36）日本における菜根譚
　『町田三郎教授退官記念中国思想史論叢』中国書店
		 一九九五年三月
（
37）林良斎の『論語略解』について
　
内海文化研究紀要
　
第
23号
　
一九九五年三月
（
38）陽明学の四言教――王龍渓を中心として――藤樹研究
　
第
148号
　
一九九五年六月
（
39）北京日本 研究中心・一九九五
　
東洋古典學研究
　
第
1集
　
一九九六年五月
（
40）東アジアにおける中江藤樹の位置
　
東洋古典學研究
　
第
2集
　
一九九六年一〇月
東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第二十一号
一四
（
41）　
性善説の社会的背景
　
東洋古典學研究
　
第
3集
　
一九九七年五月
（
42）　
石門心学と陽明学
　
東洋古典學研究
		 第
4集
　
一九九七年一〇月
（
43）　
陽明学研究の今日的課題
　
東洋古典學研究
　
第
5集
　
一九九八年五月
（
44）　
陸象山はなぜ主役になれなかったか
　
陽明学
　
第
10号
　
一九九八年九月
（
45）　
夏目漱石と西田幾多郎――心は善か――東洋古典學研究
　
第
6集一九九八年九月
（
46）　
王陽明の遺文遺言について
　『日本中国学会創立五十周年記念論集』汲古書院
　
一九九八年一〇月
（
47）近藤篤山の位置と意味
　
近藤春邦監修『近藤篤山――小松の文化と教育――』
	 一九九九年三月
（
48）中江藤樹の四書学
　
季刊日本思想史
　
第
54号
　
一九九九年七月
（
49）大塩 斎と林良斎
　
日本中国学会報
		 第
51集
　
一九九九年一〇月
（
50）陽明學研究の一視點
　『村山吉廣教授古稀記念中國古典學論集』汲古書院
	 二〇〇〇年三月
（
51）徐愛と『伝習録』
	 『中国文人の思考表現』汲古書院
　
二〇〇〇年三月
（
52）幸田露伴の 努力論 と陽明学
　
季刊日本思想史
　
第
57号
　
二〇〇〇年一二月
（
53）東洋大学と陽明学
　
東洋大学中国学会報
　
第
6号
　
二〇〇〇年一二月
（
54）王陽明の「朱子晩年定論」について
　
東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第
9号
　
二〇〇一年三月
（
55）柴田甚五郎旧蔵日本 関係書について
　
井上円了センター年報
　
第
10号
　
二〇〇一年七月
（
56）二十一世紀における新儒教研究
　
季刊日本思想史
		 第
33号
　
二〇〇一年九月
（
57）朱子の『四書章句集注』のテキスト問題 ――『四書集注』論序説――東洋大学中国学会会報
　
第
8
号
　
二〇〇一年一〇月
一五
吉田公平教授
　
略歴・研究業績記録
（
58） 『論語集注』の中の孔子――『四書集注』論（その二）――東洋大学中国学会会報
　
第
8号
　
二〇〇一年一〇
月
（
59）季彭山の 説理会編 について『漢意とは何か』大久保隆郎教授退官紀念論集刊行会
　
二〇〇一年一二月
（
60）井上圓了の『大正菜根譚
		 井上円了センター年報
　
第
11号
　
二〇〇二年七月
（
61）王陽明の立志説について
　
東洋大学中国学会会報
　
第
9号
　
二〇〇二年一〇月
（
62）王陽明の「大学古本序」について
　
東洋大学中国学会会報
　
第
9号
　
二〇〇二年一〇月
（
63）鎌田柳泓の『中庸首章講義筆記』について
　
東洋古典學研究
　
第
16集
　
二〇〇三年一月
（
64）王陽明の『大学問』について――朱子『大学章句』との比較――東洋学研究
	 第
40号
　
二〇〇三年三月
（
65）王陽明「親民堂記」考
　
東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第
11号
　
二〇〇三年三月
（
66）カウンセラーとしての中江藤樹
　
大東文化大学漢学会誌
　
第
42号
　
二〇〇三年三月
（
67）王陽明の「稽山書院尊経閣記」について
　
東洋古典學研究
　
第
15集
　
二〇〇三年五月
（
68）井上圓了の破邪論二則――鵜飼徹定と芥川龍之介 ―井上円了センター年報
　
第
12号
　
二〇〇三年七月
（
69）林良斎と池田草庵
　
附録略年譜稿
　
陽明学
　
第
15号
　
二〇〇三年一一月
（
70）朱子の『中庸章句』について
　
中国古典研究
　
第
48号
　
二〇〇三年一二月
（
71）中国哲学史の誕生
　
神話と詩
　
第
2号
　
二〇〇三年一二月
（
72）四庫館臣の中体西用論
　
東洋大学中国学会会報
　
第
10号
　
二〇〇四年一月
（
73）朱子の『論語集注』 人物評論
　
東洋大学中国学会会報
　
第
10号
　
二〇〇四年一月
（
74）中江藤樹年譜稿
　
東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第
12号
　
二〇〇四年二月
東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第二十一号
一六
（
75）王陽明の「博約説」について
　
アジア文化研究所研究年報
　
第
38号
　
二〇〇四年二月
（
76）十七世紀の安東省庵
　
柳川資料集成月報
　
第
9号
　
二〇〇四年三月
（
77） 『論語』の中 人物評論
　
東洋学研究
　
第
41号
　
二〇〇四年四月
（
78）東敬治主幹『陽明学』に於ける春日潜庵
　
東洋古典學研究
		 第
18集
　
二〇〇四年一〇月
（
79）東正堂年譜初稿
　
白山中国学
　
通巻第
11号
　
二〇〇四年一二月
（
80）春日潜庵の晩年――村上作夫『 遊日記』の世界――アジア文化研究所研究年報
　
第
39号
　
二〇〇五年二月
（
81）二松学舎の陽明学― 山田方谷・三島毅・三島復・山田凖――陽明学
　
第
17号
　
二〇〇五年三月
（
82）漢字文化圏に於けるエゴイズム 問題
　
倫理学年報
　
第
54集
　
二〇〇五年三月
（
83）春日潜庵先生叢書 ことなど
　
東洋学研究
　
第
42号
　
二〇〇五年三月
（
84）村上作夫の『東遊日記』について
　
東洋古典學研究
　
第
19集
　
二〇〇五年五月
（
85）東正堂の藤樹後学資料の 写
　
井上円了センター年報
　
第
14号
　
二〇〇五年九月
（
86）夏目漱石と心学―― 門』に登場す 『菜根譚 を手がかりに――東洋古典學研究
	 第
20集
　
二〇〇五年一〇
月
（
87） 『朱子語類』人名索引作成のことなど
　『光風霽月』岡田武彦先生追悼集刊行会
		 二〇〇五年一〇月
（
88）石門心学と陽明学
　
今井淳他編『石門心学の思想』ぺりかん社
	 二〇〇六年二月
（
89）鈴木無隠遺文
　
アジア文化研究所研究年報
　
第
40号
　
二〇〇六年二月
（
90）鈴木無隠の「河井継之助言行録」について
　
東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第
14号
　
二〇〇六年三月
（
91）二つの物理学
　
木岡伸夫他編『技術と身体――日本「近代化」の思想』ミネルヴァ書房
	 二〇〇六年三月
一七
吉田公平教授
　
略歴・研究業績記録
（
92）河井継之助異聞――『陽明学』 （鉄華書院）の一隅――東洋学研究
　
第
43号
　
二〇〇六年三月
（
93）春日潜庵の誠意説前史
　
陽明学
	 第
18号
　
二〇〇六年三月
（
94） 『正堂先生古稀壽言集』と「桂島往訪記」について
　
白山中国学
　
通巻第
12号
　
二〇〇六年三月
（
95）広告『武侠世界』 押川春浪
　
白山中国学
　
通巻第
12号
　
二〇〇六年三月
（
96）大塚豊三郎「林良齋遺跡訪問記」について
　
多度津文化財保存会報
　
第
12号
　
二〇〇六年四月
（
97）荒木見悟先生的学思歴程
　
當代
　
第
226期
　
二〇〇六年六月
（
98）盤珪の不生禅と王陽明の 知心学
　
臨済宗妙心寺派教学研究紀要
　
第
4号
　
二〇〇六年七月
（
99）高瀬武次郎年譜稿――東洋大学の漢学者たち（その
1）――井上円了センター年報
　
第
15号
　
二〇〇六年九
月
（
100）石崎東国年譜稿
　
白山中国学
	 通巻第
13号
　
二〇〇七年一月
（
101）石崎東国の中江兆民・ルソー論――
	 『陽明』 『陽明主義』の基調――末次弘編『明治期における近代化と〈東
洋的なもの〉 』東洋大学東洋学研究所
	 二〇〇七年三月
（
102）河井継之助と陽明学――司馬遼太郎『峠』にことよせて――東洋学研究
　
第
44号
　
二〇〇七年三月
（
103）岡本巍の『自叙年譜』について
　
東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第
15号
　
二〇〇七年三月
（
104）生田正庵年譜稿――東洋大 の漢学者たち（その
2）	 ――井上円了センター年報
　
第
16号
　
二〇〇七年三月
（
105）盤珪禅師の不生禅が投げかけた問い
		 臨済宗妙心寺派教学研究紀要
　
第
5号
　
二〇〇七年五月
（
106）陽明学研究の今日的課題
　
東洋古典学研究
　
第
25集
　
二〇〇七年五月
（
107）坂口安吾の「私」語りと『荘子』 『無限大な安吾』菁柿堂
　
二〇〇七年八月
東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第二十一号
一八
（
108）近代の漢学
　
日本思想史学
　
第
39号
　
二〇〇七年九月
（
109）新井奥邃と朱子学のことなど――その「洗心の説」について――白山中国学
	 通巻第
14号
　
二〇〇八年一月
（
110）宮内黙藏年譜稿
　
東洋学研究
　
第
45号
　
二〇〇八年三月
（
111）東敬治の旅行記――東洋大学の漢学者たち（その
3）――井上円了センター年報
　
第
17号
　
二〇〇八年三月
（
112）東敬治と『王学雑誌』について
　
東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第
16号
　
二〇〇八年三月
（
113）王陽明の贈物――満街のひ は皆な聖人である 陽明学
　
第
20号
　
二〇〇八年三月
（
114）中国思想と共生― 万物一体論 ――
　
共生思想研究年報
　
二〇〇七、 二〇〇八年三月
（
115）山田方谷の「気は理を生ずる」の説
　
集刊東洋学
		 第
100号
　
二〇〇八年一二月
（
116）横井小楠の本庄一郎宛て書簡について
　
白山中国学
　
通巻
15号
　
二〇〇九年一月
（
117）横井小楠の長岡監物宛の一書簡について
		 東洋学研究
　
第
46号
　
二〇〇九年三月
（
118）共生できる社会の自己・他者をいか 指定するか――独り一人の運命と努力と偶然性と――共生思想研究年
報
　
二〇〇八、 二〇〇九年三月
（
119）東敬治の『澤瀉先生逸話籠』――東洋大学の漢学者たち（その
4）	 ――井上円了センター年報
　
第
18号
　
二〇〇九年九月
（
120）小楠の朱子学理解――「至善」をめざす「中間者」 『環』特集：横井小楠
1809-1869	 別冊⑰
　
藤原書店
二〇〇九年一一月
（
121） 『本朝異学問答』について
　
東洋学研究
　
第
47号
　
二〇一〇年三月
（
122）東敬治編『澤瀉先生逸話籠』の特色
		 東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第
18号
　
二〇一〇年三月
一九
吉田公平教授
　
略歴・研究業績記録
（
123）山田方谷の陽明学理解の特色
　
今西幹一他編『二松學舍の学芸』翰林書房
　
二〇一〇年三月
（
124）欲望の解放と節制――時運とその功罪――エコ・フィロソフィ研究第
4号別冊
　
二〇一〇年三月
（
125） 『伝習録』在日本――日本陽明学的素描
　
呉震他編『思想与文献―日本学者宋明儒学研究―』華東師範大学
出版社
　
二〇一〇年四月
（
126）回想されたる恩師達――東洋大学の漢学者たち（その
5）	 ――井上円了センター年報
　
第
19号
　
二〇一〇年
九月
（
127）池田盛之助の修学日記『中州遊覧日記』 『己酉日記』について
　
東洋学研究
　
第
48号
　
二〇一一年三月
（
128）石崎東国と大阪陽明 会の創設の頃 ―大阪における大塩平八郎――大塩事件研究会編『大塩平八郎の総合
研究』和泉書院
　
二〇一一年四月
（
129）池田盛之助の『一齋先生訪問日記』について
　
東洋学研究
	 第
49号
　
二〇一二年三月
（
130）川田雄琴の『大洲好人録』について
		 東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第
20号
　
二〇一二年三月
【書評・研究史・概説】
（
1）友枝竜太郎著『朱子の思想形成』
　
集刊東洋学
　
第
22号一九六九年一一月
（
2）山下竜二著『陽明学の研究』上・下
　
集刊東洋学
　
第
28号一九七二年一〇月
（
3）荒木見悟著『明未宗教思想 ――管東溟 生涯とその思想――
　
東洋学術研究
	 第
19巻
1号
　
一九八〇年
四月
東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第二十一号
二〇
（
4）岡田武彦著『江戸期の儒学――朱王学の日本的展開』集刊東洋学
　
第
49号一九八三年五月
（
5）荒木見悟著『陽明学の開展と仏教』
		 集刊東洋学
　
第
54号一九八五年一一月
（
6）陳來著『朱子書信編年考証』に寄せて
　
東方
　
第
131号
　
一九九二年二
（
7）島田謹二 華麗島文学史――日本詩人の台湾体験』をよんで
　
東洋古典學研究
　
第
2集
	 一九九六年一〇月
（
8）宮城公子著『幕末期の思想と習俗』
	 日本思想史学
	 第
37号
　
二〇〇五年九月
（
9）日本的宋明理学思想研究状况概要（市来津由彦と共著）
　『中州学刊』河南省社会科学院
　
一九八五年三月
（
10）王陽明研究史
　
岡田武彦編『陽明学の世界』明徳出版社一九八六年一一月
（
11）陸九淵――朱子学の批判者――日原利国 中国思想史』 （下 ぺりかん社
　
一九八七年七月
（
12）羅欽順――
	 「朱子晩年定論」批判とその影響――日原利国編『中国思想史』 （下）ぺりかん社
　
一九八七年七
月【訳注・解説・解題】
（
1）銭緒山遺文抄・銭緒山行状（訳注・解説 『陽明學大系』第五巻「陽明門下（上） 」
　
明徳出版社
　
一九七三年
五月
（
2）東廓鄒先生文集抄（訳注・解説 『陽明學大系』第五巻「陽明門下（上） 」
　
明徳出版社
　
一九七三年五月
（
3）呉草廬集抄（訳注・解説） 『朱子学大系』第
10巻「朱子の後継」 （上）
　
明徳出版社
　
一九七六年七月
（
4）呉康斎集抄（訳注・解説） 『朱子学大系』第
10巻「朱子の後継」 （上）
　
明徳出版社
　
一九七六年五月
二一
吉田公平教授
　
略歴・研究業績記録
（
5）朱子語類抄（訳注） 『朱子学大系』第
6巻「朱子語類」
　
明徳出版社
　
一九八一年一〇月
（
6）王陽明全集・続編（訳注・解説） 『王陽明全集』第
8巻
　
明徳出版社
　
一九八四年一二月
（
7）王陽明全集・外集（訳注・解説） 『王陽明全集』第
7巻
　
明徳出版社
　
一九八五年一一月
（
8）二程全書（解題） 『和刻本近世漢籍叢刊思想初編』
3　
中文出版社
　
一九七二年二月
（
9）康斎先生日録 続
9　
中文出版社
　
一九七五年二月
（
10）王陽明先生文録抄
10　
中文出版社
　
一九七五年二月
（
11）近思録集解（解題） 『和刻本近世漢籍叢刊思想三編』
7　
中文出版社
　
一九七六年一一月
（
12）近思録説略（ 題） 『和刻本近世漢籍叢刊思想三編』
8　
中文出版社
　
一九七六年一一月
【その他】
（
1）性善説と、その世俗化
　
広大フォーラム
	307
号
	 一九九三年九月
（
2） ［教養としての陽明学（
1） ］吾性自足―王陽明の大悟―
　
コロロ
　
たちばな出版
　
一九九五年三月
（
3） ［教養としての陽明学（
2） ］知行合一―「現在」の哲学―
　
コロロ
　
たちばな出版
　
一九九五年四月
（
4） ［教養としての陽明学（
3） ］心学―修養と教養
　
コロロ
　
たちばな出版
　
一九九五年五月
（
5） ［教養としての陽明学（
4） ］志を立てること
　
コロロ
　
たちばな出版
　
一九九五年六月
（
6） ［教養としての陽明学（
5） ］食色は性なり
　
コロロ
　
たちばな出版
　
一九九五年七月
（
7） ［教養としての陽明学（
6） ］王陽明の遺言
　
コロロ
　
たちばな出版
　
一九九五年八月
東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第二十一号
二二
（
8） ［教養としての陽明学（
7） ］根器と法器
　
コロロ
　
たちばな出版
　
一九九五年九月
（
9） ［教養としての陽明学（
8） ］君子は ならず
　
コロロ
　
たちばな出版
　
一九九五年一〇月
（
10） ［教養としての陽明学（
9） ］信ずるということ
　
コロロ
　
たちばな出版
　
一九九五年一一月
（
11） ［先哲に学ぶ］孔子
　
社長
Journal　
たちばな出版
　
一九九六年三月
（
12） ［先哲に学ぶ］古典 女性
　
社長
Journal　
たちばな出版
　
一九九六年七月
（
13） ［先哲に学ぶ］被造物と自然物
　
社長
Journal　
たちばな出版
　
一九九六年九月
（
14） ［先哲に学ぶ］無――発想の転換
　
	 社長
Journal　
たちばな出版
　
一九九六年一一月
（
15）資源としての中国 学
　『
S
atya 』　
東洋大学井上円了記念学術センター
　
二〇〇一年一月
（
16）王陽明と『論語』
　
月刊しにか
　
通巻
132号
　
二〇〇一年二月
（
17）井上圓了と詔勅『
S
atya 』　
東洋大学井上円了記念学術センター
　
二〇〇三年一月
（
18）生きる力の源泉『生きる知恵
	 生きる力――新人生読本
97人の提言』文藝春秋社
　
二〇〇三年一二月
（
19）拡散する自己―心学の視点から―『人文知の可能性』日本学術会議
　
二〇〇五年九月
（
20）孔子の時代に学ぶ情報社会
　『人間会議』宣伝会議
	 二〇〇六年一二月
（
21） 「持続可能な社会」論についての一考察
　『エコ・フィロソフィ研究』
　
第
1号
　
二〇〇七年三月
（
22）共生社会に生きる人々――生きることの悲しみをいか 受け止めるか――
	 『共生思想研究年報
2006 』　
二〇〇七年三月
（
23）儒教の性善説と共生の原理
　『共生学の構築』
2005-2006
年度報告書
　
二〇〇七年三月
（
24）現場での自己実現は本質的に楽しい 王陽明の事上磨練説――
	 『人間会議』宣伝会議
　
二〇〇七年六月
二三
吉田公平教授
　
略歴・研究業績記録
（
25）荻生茂博君
	 │
	 独往邁進の人――荻生茂博著『近代・アジア・陽明学』折り込み
　
二〇〇八年四月
（
26）個人の幸福は社会の幸福あってこそ（王陽明の万物一体論）
　『人間会議』宣伝会議
　
二〇〇八年六月
（
27）三島中州について
　『二松学舎大学付属図書館季報』
　
二〇〇九年二月
（
28） 『論語』 『孟子』から読む学びの意義
　『人間会議』宣伝会議
　
二〇〇九年六月
（
29）話す、聴くというコミュニケーションを問い直す
　『人間会議』宣伝会議
　
二〇〇九年一二月
（
30）現代社会に立ち向か 「わたしたち」の視座
　『人間会議』宣伝会議
　
二〇一〇年一二月
（
31）哲学は国際化できるか
　『国際哲学研究』東洋大学国際哲学研究センター
　
第
1号
　
二〇一二年三月

二五
山岡景行教授
　
略歴・研究業績記録
山岡景行教授
　
略歴・研究業績記録
⒈
　
略歴
昭和
20年（
1945 ）
3月
29日
	
東京都文京区大塚仲町にて出生
昭和
38年（
1963 ）
3月
	
千葉県習志野市立習志野高等学校卒業
昭和
38年（
1963 ）
4月
	
東京農業大学農学部農学科入学
昭和
42年（
1967 ）
3月
	
東京農業大学農 部農学科卒業卒業論文「モンシロチョウ卵の実験形態学的研究
―
初期形態形成過程に於ける
R
N
A
分
布の変遷」
昭和
42年（
1967 ）
4月
	
東京農業大学大学院農学研究科農学専攻修士課程入学
昭和
42年（
1967 ）
4月
	
法政大学第二高等学校兼任講師（生物 ） （
1970
年
3月まで
3年間）
昭和
44年（
1969 ）
3月
	
東京農業 大学院農 研究科農学専攻修士課程 了修士論文「
The function of thoracic legs on the behaviour of silkw
orm
 larvae, Bom
byx m
ori
（
Lepidoptera, B
om
bycidae ） 」
昭和
44年（
1969 ）
4月
	
東京農業大学大学院農学研究科農学専攻博士課程入学
東洋大学中国哲学文学科紀要
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二六
昭和
44年（
1969 ）
4月
	
農林省蚕糸試験場生理部蚕生態研究室嘱託研究員（
1972
年
3月まで
3年間）
昭和
44年（
1969 ）
4月
	
私立本郷学園高等学校非常勤講師（生物学） （
1972
年
3月まで
3年間）
昭和
47年（
1972 ）
3月
	
東京農業大学大学院農 研究科農学専攻博士課程修了博士論文「カイコの産卵行動に関する行動生理学的研究」
昭和
47年（
1972 ）
4月
	
東洋大学文学部専任講師・教養課程所属（生物学・生物学実験講義）
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2）
	 山岡景行・奥井一満（
1967b ）カイコの胸脚と行動の関係、Ⅱ．胸脚先端部の感覚器について。日本動物学会
第
38回大会、京都。
（
3）
	 山岡景行・奥井一満（
1967c ）カイコの胸脚と行動 関係
　
Ⅲ．営繭行動に関して。日本動物学会第
38回大会、
京都。
（
4）
	 山岡景行（
1968a ）カイコの胸脚と行動の関係
　
Ⅳ．営繭に関する胸脚の識別能力について。日本応用動物昆
虫学会第
12回大会、東京。
（
5）
	 山岡景行・奥井一満（
1968b ）カイコの胸脚と行動の関係、Ⅴ．探り行動について。日本動物学会第
39回大会、
広島。
（
6）
	 山岡景行・平尾常男（
1970a ）家蚕の産卵機構に関する研究。Ⅲ．雌蛾腹部末端神経球（
G
Ⅸ ）の自発放電と
神経球外液の
N
a +、
K
+
濃度の関係に及ぼす交尾の影響。日本蚕糸学会第
40回大会、上田（長野） 。
（
7）
	 山岡景行・平尾常男（
1970b ）家蚕の産卵機構に関する研究。Ⅳ．雌蛾腹部末端神経球（
G
Ⅸ ）の自発放電と
産卵の活性の関係。日本動物学会第
41回大会、福岡。
（
8）
	 山岡景行・平尾常男（
1971a ）家蚕の産卵機構に関する研究。Ⅴ．雄内部生殖器官の磨潰液注入が未交尾蛾の
産卵活性に及ぼす影響。日本蚕糸学会第
41回大会、東京。
（
9）
	 山岡景行・平尾常男（
1971b ）家蚕の産卵機構に関する研究。Ⅶ．側唇からの接触感覚入力に対する上・下行
三七
山岡景行教授
　
略歴・研究業績記録
信号について。日本応用動物昆虫学会第
46回大会、東京。
（
10）
	 山岡景行・平尾常男（
1971c ）家蚕の産卵機構に関する研究。Ⅷ．産卵刺激物質と腹部末端神経球内運動ニュ
ーロンの自発放電活性につて。日本動物学会第
42回大会、仙台。
（
11）
	 平尾常男・山岡景行・荒井成彦（
1972a ）カイコとアメリカシロヒトリの味覚受容器の感受性の比較。日本応
用動物学会第
16回大会、静岡市。
（
12）
	 山岡景行・平尾常男（
1972b ）カイコの産卵行動における
circadian rhythm
―
無交尾蛾の産卵周期。日本動物学
会第
43回大会、名古屋。
（
13）
	 平尾常男・荒井成彦・高野幸治・山岡景行（
1973a ）カイコ、オビカレハ、アメリカシロヒトリにおける味覚
受容器の感受性の比較。日本蚕糸学会第
43回大会、東京。
（
14）
	 荒井成彦・平尾常男・高野幸治・ （
1973b ）カイコ、オビカレハ、アメリカシロヒトリの味覚物質に
対する摂食反応 比較。日本蚕糸学会第
43回大会、東京。
（
15）
	 高野幸治・荒井成彦・平尾常男・山岡景行（
1973c ）カイコの宿主植物選択における摂食と栄養の関係。日本
蚕糸学会第
43回大会、東京。
（
16）
	 山岡景行・平尾常男（
1973d ）カイコの産卵行動における
circadian rhythm
―
交尾蛾の産卵周期。日本蚕糸学会
第
43回大会、東京。
（
17）
	 山岡景行（
1974a ）カイコの産卵行動の行動生理学的解析。第
49回昆虫生理談話会、東京。
（
18）
	 山岡景行・平尾常男（
1974b ）カイコの産卵刺激物質とその
m
otor neurons
への影響。日本応用動物昆虫学会第
18回大会、札幌。
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（
19）
	 山岡景行・平尾常男・高野幸治・荒井成彦（
1975a ）カイコの産卵行動における
circadian rhythm
―
腹部末端神
経球内運動ニューロンの自発放電（
S.M
.G
IX
）活性のリズム。日本蚕糸学会第
45回大会、東京。
（
20）
 Yam
aoka K
ageyuki	 (1975b )  R
ôle of tactile sensory inform
ations from
 the anal papillae in ovipositional behaviour of 
Bom
byx m
ori. Sem
inar at D
ept. of Zoology, K
arnataka U
niv., K
arnataka, India.
（
21）
	 Yam
aoka K
ageyuki	 (1975c )  The central nervous function in ovipositional behaviour of Bom
byx m
ori w
ith special 
reference of the spontaneous nervous activity. Sem
inar at D
ept. of Zoology, K
arnataka U
niv., K
arnataka, India.
（
22）
	 Yam
aoka K
ageyuki	 (1975d )  R
ôle of tactile sensory inform
ations from
 the anal papillae in ovipositional behaviour of 
Bom
byx m
ori. Sem
inar at the C
entral Sericultural R
esearch &
 Training Institute	 (C
SRTI ),  M
ysore, India.
（
23）
	 Yam
aoka K
ageyuki	 (1975e )  The central nervous function in ovipositional behaviour of Bom
byx m
ori	 (Lepidoptera, 
Insecta )	w
ith special reference of the spontaneous nervous activity. Sem
inar at D
ept. of Zoology, C
alicut U
niv., 1st 
International Sym
posium
 on Invertebrate R
eproduction	 (ISR
PI ), C
alicut, India.
（
24）
	 Yam
aoka K
ageyuki, M
oriyam
a H
iroshi and Shigem
atsu H
ajim
e	 (1975f ) C
reation of the green in cities: The effect of 
urbanization on the plant com
m
unity. The International C
ongress of Scientists on the H
um
an Environm
ent	 (H
ESC
),  
K
yoto, Japan.
（
25）
	 山岡景行（
1976a ）カイコの産卵行動の制御機構について。第
20回行動生理談話会、東京。
（
26）
	 山岡景行・守山
　
弘・重松
　
孟（
1976b ）都市に於ける緑の創造、第
2報。環境科学総合研究会第
2回研究発
表会、東京。
（
27）
	 Yam
aoka K
ageyuki	 (1976c )  C
ircadian rhythm
 of ovipositional behaviour in the silkm
oth, Bom
byx m
ori. X
V
 International 
三九
山岡景行教授
　
略歴・研究業績記録
C
ongress of Entom
ology, W
ashington D
.C
., U
SA
.
（
28）
	 山岡景行・重松
　
孟・守山
　
弘（
1977a ）カイコの産卵刺激物質Ⅰ。日本応用動物昆虫学会第
21回大会、東京。
（
29）
	 山岡景行（
1977b ）カイコの産卵行動
―産卵経過の個体変異（予報） 。日本蚕糸学会第
47回大会、東京。
（
30）
	 山岡景行・平尾常男（
1977c ）カイコガの
vestibulum
から誘導できる活動電位。日本昆虫学会創立
60周年（第
37回）大会、札幌。
（
31）
	 山岡景行・平尾常男（
1977d ）カイコガの産卵行動に関する内的エネルギーの蓄積。日本動物学会第
48回大会、
山形市。
（
32）
	 山岡景行（
1977e ）カイコの産卵行動における中枢神経系の役割。昆虫学若手の会山中湖シンポジウム、南都
留郡 中湖村 山梨県） 。
（
33）
	 山岡景行・守
　
弘・重松
　
孟・荒井成彦（
1978a ）カイコの行動に関する遺伝学的アプローチ
―
	O
S
S
に対
する中枢神経系の反応。日本蚕糸学会第
48回大会、名古屋。
（
34）
	 山岡景行（
1978b ）行動と神経網、グループ研究会カイコの行動科学。日本蚕糸学会第
48回大会、名古屋。
（
35）
	 山岡景行・守
　
弘・重松
　
孟・荒井成彦（
1979a ）カイコの産卵刺激物質と膣前庭の活動。日本蚕糸学会創
立
50周年記念大会（第
49回大会） 、東京。
（
36）
	 平尾常男・山岡景行（
1979b ）カイコの摂食行動パターンの解析、Ⅰ．感電型アクトグラム。日本蚕糸学会創
立
50周年記念大会（第
49回大会） 、東京。
（
37）
	 重松
　
孟・山岡景行・守山
　
弘・荒井成彦（
1979c ）カイコの産卵刺激物質の部分精製について。日本蚕糸学
会創立
50周年記念大会（第
49回大会） 、東京。
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（
38）
	 山岡景行（
1979d ）グループ研究「蚕の行動」オーガナイザー。日本蚕糸学会創立
50周年記念大会（第
49回大会） 、
東京。
（
39）
	 Yam
aoka K
ageyuki and Shigem
atsu H
ajim
e （
1979e ）
A
nalysis of the action of ovipositioin-stim
ulating substance in	
Bom
byx m
ori.  The 2nd International Sym
posium
 on Invertebrate R
eproduction. U
niversity of  C
aliforornia, D
avis, U
SA
.
（
40）
	Y
am
aoka	K
ageyuki,	M
oriyam
a	H
iroshi,	S
higem
atsu	H
ajim
e	and	A
rai	N
arihiko	(1980)	T
he	oviposition-	
stim
ulating	substance	in	 Bom
byx m
ori.  X
Ⅵ	International	C
ongress	of	E
ntom
ology,	K
yoto,	Japan.
（
41）
	 守山
　
弘・山岡景行・重松
　
孟（
1981a ）カイコガの
m
atrone	 Ⅰ．生合成時期について。日本蚕糸学会第
51回
大会、筑波。
（
42）
	 山岡景行・守山
　
弘・重松
　
孟（
1981b ）カイコガの
m
atrone	 Ⅱ．雌蛾体液中の産卵刺激物質（
O
S
S
）農簿と
産卵行動の関係について。日本蚕糸学会第
51回大会、筑波。
（
43）
	 山岡景行・守山
　
弘・重松
　
孟（
1982 ）カイコガの
m
atrone	 Ⅲ．産卵刺激物質（
O
S
S
）の雌蛾体内に於ける
挙動とその日周性。日本蚕糸学会第
52回大会、福岡。
（
44）
	 Yam
aoka K
ageyuki and Ikeda K
azuo （
1982 ）
Electrogenic response obtained in the larval m
uscle of D
rosophila. 33rd 
A
nnual Fall M
eeting of the A
m
erican Physiological Society, San D
iego, C
A
. U
SA
.
（
45）
	 山岡景行・池田和夫（
1983a ）キイロショウジョウバエ幼虫体壁筋の興奮性。日本動物学会第
54回大会、愛媛。
（
46）
	 山岡景行（
1983b ）ショウジョウバエの幼虫筋細胞膜の興奮性。第
3回昆虫神経生物学談話会、東京。
（
47）
	 山岡景行・池田和夫（
1984 ）キイロショウジョウバエ幼虫体壁筋の興奮性。Ⅱ．神経刺激に対する反応。日
本動物学会第
55回大会、盛岡。
四一
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（
48）
	 山岡景行・池田和夫（
1985a ）
D
rosophila
幼虫体壁筋から細胞内誘導した
m
EJP's
について。日本動物学会第
56
回大会、東京。
（
49）
	 山岡景行・池田和夫（
1985b ）
D
rosophila
幼虫体壁筋の
m
EJP's
にたいする
M
g
および
C
a
の影響。日本動物生
理学会第
7回大会、仙台市。
（
50）
	 Yam
aoka K
ageyuki and Ikeda K
azuo （
1986a ）　
Effects of C
o ++ on spontaneous release of transm
itter at the neuro-
m
uscular junction of the larval m
uscle in	 D
rosophila m
elanogaster. 日本動物学会第
57回大会、福岡。
（
51）
	 山岡景行・池田和夫（
1986b ）
D
rosophila
幼虫体壁筋の
m
E
JP
's
にたいする
M
n ++
の影響。日本動物生理学会
第
8回大会、広島市。
（
52）
	 Yam
aoka K
ageyuki and Ikeda K
azuo （
1986c ）
Electrogenic responses elicited by stim
ulation of the nerve in aerated 
body w
all m
uscles of D
rosophila larvae. 3rd International C
ongress of C
om
parative Physiology and B
iochem
istry, Tokyo.
（
53）
	 Y
am
aoka K
ageyuki （
1987a ）
Electrogenic responses obtained from
 the larval body-w
all m
uscle in D
rosophila 
m
elanogaster. Sem
inar at D
iv. N
eurosciences, B
eckm
an R
esearch Institute of the C
ity of H
ope, Los A
ngeles, C
A
. U
SA
.
（
54）
	 Yam
aoka K
ageyuki （
1987b ）
The tendency of the synchronization in the spontaneous quantal release at neurom
uscular 
junction of D
rosophila larval body w
all m
uscle. Sem
inar at D
iv. N
eurosciences, B
eckm
an R
esearch Institute of the C
ity 
of H
ope, Los A
ngeles, U
SA
.
（
55）
	 Yam
aoka K
ageyuki （
1987c ）
The effects of C
a ++, M
g ++, C
o ++ and M
n ++ on the m
EJP's at the neurom
uscular junction 
of D
rosophila larval body w
all m
uscle. Sem
inar at D
iv. N
eurosciences, B
eckm
an R
esearch Institute of the C
ity of H
ope, 
Los A
ngeles, U
SA
.
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（
56）
	 山岡景行（
1989 ）
D
rosophila
幼虫体壁筋神経・筋接合部における
m
E
JP
's
発現のランダムネスの再検討。日本
動物学会第
60回大会、京都。
その他の講演
（
57）
	 山岡景行（
1979 ）行動のメカニズム。埼玉県高等学校生物研究会講演会、埼玉県立教育センター、浦和市。
三一九
彙報
中国哲学文学科研究室報告㈠
　
本年度は大学院文学研究科中国哲学専攻主任を吉田公平
教授、文学部中国哲学文学科主任を野間信幸教授が担当した。
㈡
　
坂井多穂子講師が、准教授に昇格された。
㈢
　
本年度末をもって吉田公平教授が定年退職され、山岡景行
教授が一年前倒して退職されることになった。
㈣
　
退職される両教授の最終講義を、三月二六日に白山校舎六
号館六三一〇番教室において、白山中国学会と共催で開催した。講義題目は、以下の通り（講演順） 。　
山岡景行教授「東洋大学を去るに当たり
　
来し方を振り返
る」　
吉田公平教授「人間をどのように理解するか―心学・理学・
心理学―　
最終講義終了後、場所をスカイホール 移し、両教授を囲
んで退職記念懇親会を行った。
㈤
　
本年度のティーチング・アシスタントは、播本祟史君（
学院博士課程後期課程） 、田中路子さん（大学院博士課程後期課程） 、さらに特別応援として馬雪峰さん（中国哲学文学科非常勤講師）が務めた。
㈥
　
昨年度よりＨＳＫ（漢語水平考試）検定試験への取り組み
の一環としてはじめた「ＨＳＫ対策講座」は、本年度四回開催した。講師は昨年度同様、馬雪峰本学科非常勤講師と田中路子ＴＡが務めた。本学科のみならず、他学科、他学部からも受講生が集まり、中級を中心に上級試験にも合格者を出した。
㈦
　
学科で独自に編集する『中国哲学文学科学生のための学習
の手引き』二〇一三年度版は、文学部予算使途の都合上、本年度の発行が認められなかった。
㈧
　
平成二三年度卒業生は、学部四二名、大学院前期修了者三
名であった。また平成二四年度入学者は、学部四七名 大学院博士課程前期課程二名（後期課程〇名）であった。 （本号で終刊のため、未確定な ら記録すると）平成二四 卒業生は、学部三七名、大学院前期修了者一名の予定である。
㈨
　
白山中国学会（旧東洋大学中国学会）は、七月二八日に第
三回（通期二九回）研究発表大会が催され、 月二六日に第四回（通期三十回）研究発表大会が開催された。･第三回（通期二九回）研究発表大会・総会
（平成二四年七月二八日
　
一〇時～一七時）
白山キャンパス六号館四階六四〇八教室
【研究発表】
明末天主教における「霊」について
播本
　
崇史
　
本学博士後期課程三年
蘇青と『古今』
	
田中
　
路子
　
本学博士後期課程三年
朱熹哲学における「理」
辻井
　
義輝
　
本学博士後期課程三年
彙
　
報
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明治期日中心理学の一断面―井上円了と楊昌済
	
土田
　
秀明
　
本学博士後期課程二年
【基調講演】
天地を生みだす「良知」について
小路口
　
聡
　
本学教授
台湾における近世思想研究の動向
	
廖
　
肇亨
　
中央研究院中国文哲研究所
	
　　　　　
東京大学文学部客員教授
【総会】･第四回（通期三十回）研究発表大会・総会
（平成二五年一月二六日
　
一〇時～一七時）
白山キャンパス六号館四階六四〇八教室
【研究発表】
中國古代の宴會儀禮に見える和順の思想
黒崎
　
恵輔
　
本学博士前期課程二年
阮籍の『詠懐詩』八十二首 おけ 憂いについて
小島
　
朋子
　
本学博士前期課程二年
楊昌済と明治期日本の心理学
土田
　
秀明
　
本学博士後期課程二年
【基調講演】
吉村秋陽と明末の儒学者
鍋島亜朱華
　
台湾清華大学助理教授
台北訪問記―中央研究院、台湾大学、清華大 ―
吉田
　
公平
　
本学教授
【総会】
二〇一二年度業績吉田
	 公平
	 教授
○研究活動〈著書〉
・ 『中国近世の心学思想』 。四八三頁。研文出版。二〇一二
年一〇月。
・ 『日本近世の心学思想』 。四二八頁。研文出版。二〇一三
年三月。
・ 『陽明学からのメッセージ』 。三〇〇頁。研文出版。
二〇一三年三月。
〈論文〉
・ 「王畿『龍渓王先生会語』訳注
　
其の十一」 。共訳。 『東洋
古典学研究』
33号。東洋古典学研究会。一〇一～一三〇頁。
二〇一二年三月。
・ 「王畿『龍渓王先生会語』訳注
　
其の十二」 。共訳。 『東洋
古典学研究』
34号。東洋古典学研究会。七七
～
一一一頁。
二〇一二年八月。
・ 「王畿『龍渓王先生会語』訳注
　
其の十三」 。共訳。 『白山
中国学』
19号。白山中国学会。一～三〇頁
・日本心学の特色。 『日本の哲学
13号。日本哲学史フォー
ラム。二八～三九頁。二〇一二年一二月。
・岡本巍の『気運論』について。 東洋学研究』
50号。東洋
三二一
彙報
大学東洋学研究所。二〇一三年三月。
〈研究会〉
・演題「西村茂樹の『心学講義』 」 。日本哲学史フォーラム。
京都大学。二〇一二年一二月一五日。
・演題「日本の陽明学理解の特色」 。 「近世東亜文化与使節交
流」 国際学術研討会議。台湾中央研究院 二〇一二年二一日。
・演題「心学 理学・心理学」 。台湾国立清華大学中国 学系。
二〇一二年一二月二四日。
〈編集〉
『白山中国学』通巻
19号。白山中国学会。
〈学会活動〉
日本中国学会（評議員） 。日本思想史学会。九州中国 会。東北文史哲研究会。東北中国学会。東洋古典学研究会（編集顧問） 。白山中国学会（理事 会長）
○社会活動〈講演〉
・演題「幸福学としての共生科学」 。共生科 学会。於東洋
大学。二〇一二年六月二日。
・演題「身体は誰のものか」 。埼玉県みどり市教育委員 主
催。 「みどり市人権教育推進協議会委員研修会。 」東洋講師派遣事業。二〇一二年七月六日。
・演題「日本心学の特色―川田雄琴の場合―」 。白山中国
学会。於東洋大学。二〇一二年七月二八
・演題「東アジア漢字文化圏の特質と現代的意義 東洋大
学全国巡回講演会於福岡 八 四日。
・演題「生きることは学ぶこと」 。熊本県菊池市七城高齢者
大学九月講座。二〇一二年九月二〇日。東洋大学講師派遣事業。
・演題「生きることは学ぶこと」 。名古屋市勤続
20年
30年表
彰・祝賀講演。名古屋市役所。二〇一二年一〇月一日。
・鴎鳴フォーラム「先人先哲に学ぶ」米沢大会参加（コメ
ンテーター） 。二〇一二年一〇月一二日一三日。
・演題「迷える孔子」 。東洋大学主催。哲学堂記念祭。
二〇一二年一一月三日。
・演題「漢学と西学の出合い―中江兆民を中心に
―」 。東洋
大学・国際哲学研究センター・ストラスブール大学共催。ウェブ交換会。二〇一二年一一月一四日。
・演題「人権問題の新局面」 。大分県国 市社会教育委員会。
東洋大学講師派遣事業。一二月一日。
・演題「心学・理学・心理学―西村茂樹の『心学講義』を
中心に
―」 。於京都大学。日本哲学フォーラム。二〇一二
年一二月一五日。
・演題「川田雄琴の社会教育事業」 。愛媛県大洲市。大洲藤
樹会。二〇一三年二月九日。
・演題「山田方谷と陽明学」 。於岡山市。岡山県高等学校社
会科研究 二一日。
・演題「山田方谷の儒学思想の今日的意義」 。山田方谷を
ぶ会。二〇一三年二月二 日。
・演題「人間をどう理解するか―心学 理 心理学―
於東洋大学中国哲学文学科・白山中国学会共催 二〇一三
東洋大学中国哲学文学科紀要
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三二二
年三月二六日。
○教育活動〈学部〉
中国哲学史概説。日本漢学。
〈大学院〉（博士課程前期）中国哲学演習Ⅲ。中国哲学研究Ⅲ・中国文学特論Ⅱ・中国哲学研究指導Ⅴ。 （博士課程後期）中国哲学特殊研究Ⅱ・ Ⅱ
○大学管理運営活動
大学院文学 科中国哲学専攻主任 東洋学研究所研究員。大学入試委員会委員。
山田
	 利明
	 教授
○研究活動〈論文〉
・ 「三宅元珉『老子道徳経會元』提要」 『東洋大学中国哲学
文学科紀要』二〇号
　
二〇一二年三月
　
一九～三五頁
・ 「洞天の風景―神仙グロットの地誌」 『超域する異界』勉
誠出版
　
二〇一三年一月
　
一三一～一四七頁
・ 「神禾原
―
消えた森林」 『エコ・フィロソフィ研究』六号
エコ・フィロソフィ学際研究イニシアティブ
　
二〇一二年
三月
　
一～一二頁
〈講演〉
・ 「道家と道教」香港貿易局東京出張所
　
二〇一二年一一月
二二日
〈学会活動〉
日本中国学会・日本道教学会・日仏東洋学会・日本聞一多学会・
T
he	S
ociety	of	the	S
tudy	for	C
hinese	R
eligions
〇社会活動
サステイナビリティ サイエンス・コンソーシアム（
S
S
C
）
理事
〇教育活動〈学部〉
中国哲学演習Ⅰ・中国哲学特講Ⅱ 総合Ⅰ
〈大学院〉
中国哲学演習Ⅰ・中国哲学特論・中国哲学特殊研究・中国哲学研究指導
〇大学管理運営活動
学校法人東洋大学理事 （一二月まで） ・エコ・フィロソフィ学際研究イニシアティブ所長・井上円了研究センター運営委員
野間
	 信幸
	 教授
○研究活動〈翻訳〉
・ 『鍾理和集』 （翻訳）
　
研文出版
　
二〇一二年九月二〇日
　
A4　
全九五頁
　
非売品（国立台湾文学館翻訳出版補助によ
三二三
彙報
る正式出版前の試行本）
〈その他〉・ 「第
14回学術大会を振り返って―第
4分科会報告」 『日本台
湾学会ニュースレター』第
23号
　
四頁
　
二〇一二年一〇月
〈論文翻訳〉
・ 「張文環與《風月報》
」 （原題「張文環と風月報」 ）高恵玲譯、
呉佩珍導読『中心到辺陲的重軌與分軌―日本帝国與台湾文学、文化研究』
　
一四四～一六九頁
　
国立台湾大学出版中
心
　
二〇一二年八月（原作「張文環と『風月報』 」 『台湾文
学の諸相』収
　
緑蔭書房、一九九八年九月）
〈学会活動〉
日本台湾学会第
14回学術大会
　
第
4分科会（文学）座長
　
五
月二六日
　
一橋大学
〈編集〉『東洋大学
　
中国哲学文学科紀要』第
20号
〈学会活動〉
日本中国学会・日本台湾学会・天理台湾学会（理事） ・日本現代中国学会・東洋大学中国 （ 事） ・中国文芸研究会
○社会活動　
アジアセンター
21維持会員
○教育活動〈学
　
部〉
中国文学史概説・中国文学演習Ⅰ 中国文学特講Ⅰ・中国現代文学史概説・校友会寄附講座「円了の台湾巡講―南船北馬
2（台湾巡講） 」十月二四日
〈大学院〉（博士前期）中国文学特論Ⅰ・中国哲学研究指導Ⅱ（博士後期）中国哲学特殊研究Ⅰ・中国哲学研究指導Ⅰ○大学管理運営活動中国哲学文学科主任、文学部資格審査委員会委員
小路口
	 聡
	 教授
○研究活動〈論文〉
・ 「朱熹の慎独論」 『東洋大 中国哲学文学科紀要』第
20号
二〇一二年三月
　
三五～八三頁
・ 「王畿晩年の「自訟」についての考察」 『東洋 研究』第
49号
　
二〇一二年三月
　
一三七～一六〇頁
〈翻訳〉
・ 「王畿『龍渓王先生会語』訳注
　
其の十」 『白山中国学』通
巻
18号
　
二〇一二年一月
　
六五～七九頁
　
＊吉田公平・早
坂俊廣・鶴成久章・内田健太との共著
・ 「王畿『龍渓王先生会語』訳注
　
其の十一」 『東洋古典學研
究』第
33号
　
二〇一二年三月
　
一〇一～一二九頁
　
＊吉田
公平・早坂俊廣・鶴成久章・内田健太との共著
・ 「王畿『龍渓王先生会語』訳注
　
其の十二」 『東洋古典學研
究』第
34号
　
二〇一二年十一月
　
七七～一一一頁
　
＊吉田
公平・早坂俊廣・鶴成久章 内田健太 本多道隆 共著
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三二四
〈講演〉
・ 「天地を生み出す良知について」 （白山中国学会第
2回大
会
　
基調講演
　
二〇一二年年七月二八日
　
東洋大学）
〈学会活動〉
日本中國學會・中国文史哲研究会・東洋古典學研究會・白山中国学会
○教育活動	 〈学
　
部〉
中国学概論・中国哲学特講Ⅰ・中国哲学演習Ⅰ
〈大学院〉
中国哲学演習Ⅱ・中国哲学特論Ⅲ 哲学研究指導Ⅲ（以上、大学院博士前期） ・中国哲学特殊研究Ⅲ・中国哲学研究指導Ⅲ（大学院博士後期）
○大学管理運営活動
教職課程運営委員会委員・文学部自己点検評価委員会委員
川崎
	 ミチコ
	 准教授
○研究活動〈研究会〉
・ 「最近の敦煌文献研究について―文献紹介を中心にして―」
敦煌作品研究会例会
　
二〇一二年九月二三日
　
南山大学
〈学会活動〉
日本中国学会・日本道教学会・仏 史学会
○社会活動〈講演〉
・ 「近代中国の歴史を学ぶ」於浦安市当代島公民館・
二〇一二年九月一九日（東洋大学講師派遣事業）
○教育活動〈学
　
部〉
中国文学演習Ⅲ①・中国文学特講Ⅱ・中国文献学概論・中国文献読解法・中国の古典（史記・孟子）
○大学管理運営活動
文学部カリキュラム委員
坂井
	 多穂子
	 准教授
○研究活動〈論文〉
・ 「白居易の戯題詩―他を妬きて
	 心
	 火に似たり」 （ 『中国文
史論叢』第八号
　
中国文史研究会
　
二〇一二年三月発行）
〈訳注〉
・ 「戴復古五律訳注（Ⅱ） 」 （ 『江湖派研究』第二輯
　
二〇一二
年三月
　
江湖派研究会） （共著）
〈学会活動〉
日本中国学会・中唐文学会・宋代詩文研究会・飈風の会・白山中国学会
○社会活動
三二五
彙報
・ 「中国の『源氏物語』 ― 『紅楼夢』を読む―」 （東洋大学入試
課主催 「学び
L
IV
E
」 での模擬授業
　
二〇一二年六月一七日）
○教育活動〈学
　
部〉
中国文学研究法・中国文学演習Ⅱ・中国文学演習Ⅲ・中国語ⅠＣ・全学総合ⅠＡ
〈大学院〉
中国文学特論Ⅱ（院前）
○大学管理運営活動
外国語委員会委員 予算委員会委員・図書委員会委員
山岡
	 景行
	 教授
○研究活動〈論文〉
・文系学生のための生物学教材の改良Ⅵ：シラカシ
Q
uercus 
m
yrsineafolia
の「陽葉」と「陰葉」の形態学的・組織学的
比較。東洋大学紀要自然科学篇
　
第
57号：一五七～一八〇
頁
　
二〇一三年三月
〈教材研究〉
・教材研究・教材採取：教材用写真撮影、北海道苫小牧市
勇払原野海浜植物群落（ハナイカリ、ツリガネニンジン、コオニユリ、ノコギリソウ、ハナニガナ、ハマナシ、ハマフウロ、等） および樽前山山頂付近高山植物群落（イワ
ブクロ、イワギキョウ、エゾホツヅジ、シラタマノキ果実、コケモモ果実、等） 、八月九～一四日
○教育活動〈学
　
部〉
・共通総合領域・一般教育的科目人間探求分野（自然科学）
科目：生物学、生物学実験講義、
・文学部副専攻「自然の認識」コース科目：自然科学演習・文学部教育学科開講科目：自然科学実験講義
○大学管理運営活動
自然科学委員会委員（文系
5学部） ・情報機器営委員会委員
（文学部） ・資格審査委員会委員（文学部）
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三二六
二〇一二年度開講科目〈学
　
部〉
中国哲学研究法
	
坂本
　
頼之
中国文学研究法
	
坂井多穂子
中国学概論
	
小路口
　
聡
中国文献学概論
	
川崎ミチコ
中国哲学演習Ⅰ①
	
小路口
　
聡
中国哲学演習Ⅰ②
	
山田
　
利明
中国文学演習Ⅰ
	
野間
　
信幸
中国文献読解法
	
川崎ミチコ
中国文化史概説
	
中村
　　
聡
中国文字学
	
坂本
　
頼之
中国哲学史概説
	
吉田
　
公平
中国文学史概説
	
野間
　
信幸
中国現代文学史概説
	
野間
　
信幸
中国哲学演習Ⅱ
	
坂本
　
頼之
中国哲学演習Ⅲ①
	
竹下
　
悦子
中国哲学演習Ⅲ②
	
中村
　　
聡
中国文学演習Ⅱ
	
坂井多穂子
中国文学演習Ⅲ①
	
川崎ミチコ
中国文学演習Ⅲ②
	
坂井多穂子
中国哲学特講Ⅰ
	
小路口
　
聡
中国哲学特講Ⅱ
	
山田
　
利明
中国文学特講Ⅰ
	
野間
　
信幸
中国文学特講Ⅱ
	
川崎ミチコ
中国語学演習
	
馬
　　
雪峰
日本漢学
	
吉田
　
公平
〈大学院〉中国哲学特論Ⅰ①（前期・集中）
	
野間
　
文史
中国哲学特論Ⅰ②（後期・集中）
	
野口
　
善敬
中国哲学特論Ⅱ（前期）
	
吉田
　
公平
中国哲学特論Ⅲ（前期）
	
小路口
　
聡
中国哲学演習Ⅰ（前期）
	
山田
　
利明
中国哲学演習Ⅱ（前期）
	
小路口
　
聡
中国哲学演習Ⅲ（前期）
	
吉田
　
公平
中国哲学研究Ⅰ（前期）
	
山田
　
利明
中国哲学研究Ⅱ（前期）
	
（不開講）
中国哲学研究Ⅲ（前期）
	
吉田
　
公平
中国文学特論Ⅰ（前期）
	
野間
　
信幸
中国文学特論Ⅱ（前期）
	
坂井多穂子
中国文学演習Ⅰ（前期）
	
有澤
　
晶子
中国文学演習Ⅱ（前期）
	
竹下
　
悦子
中国語学研究Ⅰ（前期）
	
（不開講）
中国語学研究Ⅱ（前期）
	
（不開講）
中国哲学研究指導Ⅰ（前期）
	
（不開講）
中国哲学研究指導Ⅱ（前期）
	
野間
　
信幸
中国哲学研究指導Ⅲ（前期）
	
小路口
　
聡
中国哲学研究指導Ⅳ（前期）
	
山田
　
利明
三二七
彙報
中国哲学研究指導Ⅴ（前期）
	
吉田
　
公平
中国哲学特殊研究Ⅰ（後期）
	
野間
　
信幸
中国哲学特殊研究Ⅱ（後期）
	
吉田
　
公平
中国哲学特殊研究Ⅲ（後期）
	
小路口
　
聡
中国哲学特殊研究Ⅳ（後期）
	
（不開講）
中国哲学特殊研究Ⅴ（後期）
	
山田
　
利明
中国哲学研究指導Ⅰ（後期）
	
野間
　
信幸
中国哲学研究指導Ⅱ（後期）
	
吉田
　
公平
中国哲学研究指導Ⅲ（後期）
	
小路口
　
聡
中国哲学研究指導Ⅳ（後期）
	
（不開講）
中国哲学研究指導Ⅴ（後期）
	
山田
　
利明
二〇一二年度卒業論文・修士論文題目一覧表〈学
　
部〉
魯迅の仙台滞在期　
―当時の出来事と土地を中心に探る―
	
上田将成
孟子に学ぶ―今の私たちに必要なこと―
	
山﨑敦史
孟子の思想と共生への道
	
女屋隼人
琉球の歴史から考える沖縄の持つ「受容性」　
―「受容性」の持つ強さと弱さ―
	
古謝将伍
京劇を通してみる西太后
	
宇和川彰
「左遷に翻弄された黄庭堅」　
―彼の心情を探る―
	
川村佳世
孫子の兵法
	
五味尚也
宋家王朝の栄華と崩壊
	
太田勝教
論語の教えと現代社会への活かし方
	
箕輪忠文
『列女伝』に見る当時の女性像―節義について―
	 土田優衣
柳宗元の寓話作品
	
永崎梅子
蘇軾の杭州時代の詩に関する考察
	
苅米奈月
魍魎の原泉と日本での変化
	
盛田綾希
正史『三国志』からみる官渡 戦いの真実
	
斉藤拓也
中国人は妊娠をどう見たか
	
石川拓希
『論語』から考える親の老いとの向き合い方
	
若生尚子
公学校の教科書に見る日本統治時代を　
生きた台湾人の原点
	
水田沙姫
金庸の武侠小説に見られる思想性
	
村上
　
出
東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第二十一号
三二八
道教的身体観から見る先進医療の問題点
	
小林
　
海慈
現代人に求められる『論語』の精神
	
牛込
　
圭哉
教育での平和実現は可能であるか　
―孟子の思想から学ぶ―
	
武冨
　
果菜
日本語で短歌を作り続けた台湾人
	
半沢
　
早希
説話の時代別特徴について　
―歴史や宗教から考える―
	
山崎加奈恵
杜甫
　
李白をおもう
	
舟迫
　　
素
魯迅とニーチェ思想
	
武田
　
佳尚
孟子から見た性善説と人間の徳
	
杉村
　
慶明
麒麟と信仰
	
多賀由加里
『三国志演義』赤壁の戦い　
―なぜ曹操は負けたのか―
	
西村
　
美咲
北宋詩の自然表現について
	
松浦
　
駿平
中国の女性像　
―一九二〇年代、三〇年代の上海を中心に―
	
吉澤
　
聡美
中国における死刑執行について
	
中野
　
正祥
『論語』を通して見る人々の幸福の追求
	
桑原
　
美帆
中国不老不死研究
	
御厨
　
宏貴
夜雨対牀にみる蘇軾と蘇轍 絆　
―烏台詩案事件を中心に―
	
谷島
　
優子
現代と孟子
	
一色
　
貴弘
性善説、性悪説を考察
	
板倉
　
恵吾
〈大学院〉
中国古代の宴会儀礼に見える和順の思想
	
黒崎
　
恵輔
三二九
『東洋大学中国哲学文学科紀要』の終刊にあたって
『東洋大学中国哲学文学科紀要』の終刊にあたって　『東洋大学中国哲学文学科紀要』は、本号（第二十 一 号）をも
っ て終刊する。　
一 九九三年三月に創刊して以来、年に 一 号ずつの刊行を続けてきて、
本年（二〇一 三年）三月に二十一号を刊行し、二十一年の歴史に終止符を打つことにな　
終刊の事情は、紀要発行の母体であった中国哲学文学科が、
二〇 一 三年度よりインド哲学科と統合し東洋思想文化学科に改編されることによる。紀要は学科単位で刊行され、大学から支給される研究成果刊行費で印刷されているので、学科や紀要への思い入れだけで続刊はかなわないのである。　
中国哲学文学科の 一 二五年の歴史の中で、本紀要が刊行された
二十 一 年間は全歴史の六分の 一 ほど 過ぎないが それでも 「十年 一 夢」（十年一覚揚州夢）の二倍、 「二十年両夢」だから、夢を二つ見ることができる勘定にな 。　
創刊から終刊まで二つも夢を見たかどうかはさておき、 一 貫して編
集に携わった者として、今思い出すことをいくらかでも記録しておきたい。終刊に際して本誌の歴史を総括できぬとも、材料の 一 端を残しておきたいという思いから ある。短命で終わったというべきであろう本誌の足跡を埋もれさせぬためにも、最初 最後の編集後記を書いておこう。
　『東洋大学中国哲学文学科紀要』 （以下『学科紀要』と略称す）
には前史がある。それについては、創刊号の巻頭文「創刊にあたって」で阿部正次郎先生が記しておられる。詳細はそちらに譲るとして、ともあれ『学科紀要』が創刊される直前までは、印度哲学科と合同で『東洋学論叢』を刊行 た。　
しかし合同刊行では学科独自の編集方針を貫けない窮屈感があ
る。学 で独自編集する目的の 一 つには、卒業（修了）後も研究を志す卒業生に研究成果を発表する場を提供してあげたいという思いが、当時の老先生方のなかに ったのである。そこで筆者が本学に赴任する直前に、当時の学科主任 中下正治先生か 、大学紀要を手掛け 印刷所の調査（発行費用等の調査）を命ぜら 。　
本学では紀要の発行予算は学科に所属する専任教員の人数で割
り振られているので、中国哲学文学科 ような小所帯（六人）では刊行費に限りがあり、十社ちかく交渉してみたものの予算面での難しさに直面することになった。当時はパ ソコンなど扱う人はほとんどおらず、ワープロ ようやく行きわたりはじめた頃である。原稿はまだ手書きであったので、今よりずいぶん印刷費が高かった 大学から下りる予算も、今と比べると 一 倍半ちかくもあったのに、それでも印刷会社から示された見積りは 桁が違った。 方 予算の三倍から四倍の見積りを示さ たときは、暗澹たる思いに沈んだ。　
じつは印刷会社も決まらぬうちに印度哲学科と「協議離婚」が
成立し、学科単独で紀要を発行するこ が決定してしまった。予算の不足分は、中下主任曰く「専任教員が十万ずつでも出せば何とかなるだろう」と同先生の性格そのままに豪快なのだ 滅茶苦茶でもあった。その 一 方 、奈良奥地の吉野方面に安価 会社
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があるとの情報を得られると、さっそく新人の私に調査を命ぜられたように、蔭ではいろいろと手を打たれたのである（吉野へは夏季休暇で帰省時に車を飛ばしたが、ここも折り合いがつかなか った） 。結局、秋深くなって原稿が集まり出した頃、神保町のすずらん通りにあっ 内外印刷に飛び込んで相談 ところ、予算内の発行を引き受けてもらえるこ になった。大げさに聞 えるかもしれないが、紀要担当者としては地獄で仏に出会っ 気持ちであ た。　
こうして 一 九九二年度の紀要が、予定どおり 一 九九三年三月に発
行されたのである。印刷会社の話を続けると、早くも第二号から他の印刷会社（複数）からオフ ァーが入り、有り難いことに見積額で競っ ていただくことになった。創刊前の苦労が嘘のように、立場が逆転したのである。結局第二号以降も内外印刷 見積 競争 （公正に行った）に勝ち抜かれ、しば く発行を担当していただになった。個人的には創刊時の恩義があるので、内心安堵を覚えたのである 、もちろんい っさい細工を施していない（いちいち述べぬが、以降も同様である） 。ところが第四号は、秋田に本社 持つ公人印刷が担当されることにな た。翌年の第五号は再び内外印刷が復活されたが、当該号を最後に内外印刷は辞退されることになった。その結果、第六号以降は 社を寄せ付けない見積りを提示し続けた公人印刷改め武内印刷に、第二十号まで引き受 いただくことになった。この間、刊 予算が二割余も削減されることになったが、武内印刷にはどんな事態にも対応していただ たことに感謝しな てはならない ただし終 号 、大学の方針で学科単独の見積りが許されず、四学科分 見積り総額で印刷会社が決められ、その結果パンメディアにお世話いただく 最後にきて新
たな出会いとなったパ ンメディアは、終刊号の事情を理解してくださり、通常号では掲載しない総目次や索引の掲載など、面倒で予定外の仕事まで快く引き受けてくださった。ここに記して感謝する。　
さて、 『学科紀要』の題簽は、創刊号以来変えていない。阿部
正次郎先生の揮毫によるものだ。裏表紙には、これも創刊号以来変わらずに漢訳題目を掲載している。もちろん中国や台湾の読者を意識してのことであるが、英文題目を掲げる紀要が多いだけに、本誌の特徴といえるだろう。扉には、教員が所持する宝物 珍品を拝借し、写真にして掲載し 毎号ではないが、当初 各号で掲載している。もっとも退職者のいる年 、その先生の写真を載せている。スナップ風の写真が多いが、手作り感が出て ると自画自賛（？）しておこう。　
最後に『学科紀要』が果たしたこと、果たせなか ったことを並べ
ておこうと思う。㈠
　
独自編集する紀要を持とうとした目的であった卒業生への誌
面提供は、紆余曲折があったものの、まずまずの成果をあげ といえよう。上記のとおり、刊行費は専任教員に割り振るかたちで支給されている。それゆえにしばしば事務局の不興をかうこともあった。それでも専任教員 毎号し っ かりと論文を発表し、目的外使用という非難を避けることに努め ので、特にお叱 を受けることもなくやっ てこれた。振り返ると、 どかな時代もあったのである。巻末に付した『学科紀要』著者別索引（播本崇史氏作成）をご覧い だくと、 けっ う多くの若手研究者が『学
三三一
『東洋大学中国哲学文学科紀要』の終刊にあたって
科紀要』に論文を発表している。終刊号で初登場の人も、複数名おられる。だんだんと世知辛くなっ てはきたが、当初の目的はなんとか果たせたと思うし、少なくとも果たそうとする姿勢は持ち続けた。
㈡
　
本号同様に、これまで退職なさる先生がおられる年には、必
ず記念号を刊行してきた 記念号は紀要のお祭だ、と私 思っている。お祭りを盛り上げる めに、執筆者を拡大して論文を寄せ合い、退職される先生から受けた学恩に感謝の気持ちを表そうという企画である。記念号には通常よりもクオリティーの高い論文が寄せられる傾向があるので、既刊記念号はどれも充実している。お祭であ だけに、 執筆者の制限はこれまでなか った （ただし終刊号では従来通りいかず、特段 御配慮、つまりお目こぼしを頂戴した） 。問題はここでも刊行費 ある。学科に振り分けられる予算の規模 小さいために、お祭 などと好い気になってはお ない状況がある それでもそこは 文学部の各学科から余剰分を回して ただき、発行す ことが き 退職記念号をお贈りできたのは、阿部正次郎先生（第二号） 中下正治先生（第四号） 、新田幸治先生（第十二号） 、有田和夫先生（第十二号） 、 阿部兼也先生（第十六号） 、吉田公平先生（第二十 一号） 、山岡景行先生（第二十一号） 以上二十一年で七 の先生方である。
㈢
　
創刊以来『学科紀要』には毎号「彙報」を付して、当該年
度の研究室を巡る状況を記録し 所属専任教員の研究活動や教育活動の成果を掲載した。体裁はほぼ 一貫しており、中国哲学文学科研究室報告・当該年度業績（各教員の研究活動・社
会活動・教育活動・大学管理運営活動） ・開講科目と担当者（大学院を含む） ・当該年度卒業論文・修士論文題目一覧の柱を立て、この順番に並べてある。研究室報告は、その年の学部主任が執筆している。 各教員の自己申告に基づく研究業績等の掲載は、自己点検
･評価活動が始まる前から行っている。研究業績の公
開など今では当たり前のことになったが、当時 抵抗感を抱く者もいた時代だから特筆してもいいことだろう。なお、現在文学部で刊行している『年次報告書』は、本学科の「彙報」が源流の一 つとなっ ている。ともあれ「彙報」の記述は、将来本学科の歴史を振り返ることがあれば、素材を提供する になるであろう。記録性という面からも評価され いと思う である。
　
以上『学科紀要』の歴史を振り返り、特徴 考察してみた。
熟考を経ての総括ではないので、遺漏もあろうし、記述の精粗も免れまい。肝心の掲載論文などにつ いては、 本篇に続く「目次 一 覧」や、末尾の「著者別索引」をご覧いただきたい。　
東洋大学の歴史とともに百二十五年の歴史を刻んできた中国哲
学文学科が幕を引き、それとともに『学科紀要』も二十 一 年間の短い歴史に終止符を打つ。本誌の編集に携わっ 者として、最初の十年間は 部で 一 番充実した内容を誇る紀要にしたいと願い、後半の十年は国際研究交流の場 提供できる紀要 し いと思ってきた。や り二つ 夢 見ていたのだろうか。　
二十 一 年間、たくさんの人にお世話になり、ご協力をいただいた。
鬼籍に入られ 先生方も含めて、ここに感謝を申し上げる。
（野間信幸
　
記）
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横打
　
理奈
全真教南宗の仏教受容に関する一考察　
―翁葆光の内丹思想を例として―
	
野村
　
英登
『老君音誦誡経』訳稿（一）
		
山田
　
利明
郁达夫与谷崎润一郎
 
刘
　　
久明
第
11号（二〇〇二年度）
読「汲鄭列伝」
	
新田
　
幸治
李白『月下独酌』の読み方
	
阿部
　
兼也
王陽明「親民堂記」考
	
吉田
　
公平
張文環「頓悟」について
	
野間
　
信幸
『春秋繁露』註釋稿（二十五）
	
春秋繁露研究会
　
坂本
　
頼之
	
岩野
　
忠昭
三四五
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第
12号
　
新田幸治教授
　
有田和夫教授
　
退休記念号
　　　　
（二〇〇三年度）
新田幸治教授
　
略歴・業績控
有田和夫教授年譜略編中江藤樹年譜稿
	
吉田
　
公平
北魏道教の一側面
	
山田
　
利明
張文環作品に表れたる漢文教養
	
野間
　
信幸
井上円了の原風景を読む　
―稿本『詩冊』を中心に―
	
長谷川潤治
前漢後期の郊祭論
	
岩野
　
忠昭
成都・嚴真觀と信仰　
―嚴君平への信仰をめぐって―
	
遊佐
　　
昇
蘇州玄妙観の十二天君について
	
二階堂善弘
『天道溯源』訳註稿（一）
	
中村
　　
聡
「是不与焉考」
―「あづかル」のイメージ
	
川田
　　
健
『韓非子』における「知」の検討
	
坂本
　
頼之
梁啓超「東籍月旦」に見る西洋近代思想受容の態度と倫理思想
	
山口るみ子
胡適の『詩経』解釈にみる文学観
	
横打
　
理奈
『林泉高致』に見える制作態度
	
佐藤
　
友香
春秋繁露註釋稿（二十七）
	
春秋繁露研究会
　
坂本
　
頼之
	
岩野
　
忠昭
『淮河流域における符号からみた世界観』　
―賈湖、双墩、竜虯荘遺跡を中心にして―
	
荒木日呂子
施霖氏（魯迅の仙台時代 同宿者）のその後
	
阿部
　
兼也
第
13号（二〇〇四年度）
『フォルモサ』創刊までの張文環
	
野間
　
信幸
『玉歴鈔伝』について（其の一）
	
川崎ミチコ
『朱子語類』巻一二四「陸氏」篇訳注（一）
	
小路口
　
聡
『天道溯原』訳註稿（二）
	
中村
　　
聡
『春秋繁露』註釋稿（二十九）
	
春秋繁露研究会
　
野村
　
純代
	
野村
　
英登
	
岩野
　
忠昭
日本語通訳教育とその指導法について
	
邱
　　
為平
第
14号（二〇〇五年度）
早期魯迅の科学精神と革命
	
阿部
　
兼也
鈴木無隠の「河井継之助言行録」について
	
吉田
　
公平
「魏文朗仏道造像碑」一則
	
山田
　
利明
『玉歴鈔傳』について（其の二）平成十七年度に入手した 『玉歴鈔傳』 本についての報告
	
川崎ミチコ
『春秋繁露』註釋稿（三十一）
	
春秋繁露研究会
　
野村
　
英登
	
岩野
　
忠昭
第
15号（二〇〇六年度）
岡本巍の『自叙年譜』について
	
吉田
　
公平
天下を以て己が任と為す　
―宋明儒学者たちの 「志」 ―
	
小路口
　
聡
『東洋大学新聞』に掲載された龍瑛宗「蕃人」
	
野間
　
信幸
海保青陵の 『韓非子』 理解における折衷的傾向
		
坂本
　
頼之
『春秋繁露』註釋稿（三十三）
	
春秋繁露研究会
　
岩野
　
忠昭
東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第二十一号
三四六
第
16号
　
阿部兼也教授退休記念号（二〇〇七年度）
阿部兼也教授
　
略歴・研究歴略目
東敬治と『王学雑誌』について
	
吉田
　
公平
近代人文学と中国民俗学　
―許地山『扶箕迷信的研究』―
	
山田
　
利明
張文環と二つの太平山　
―閉ざされた作品舞台―
	
野間
　
信幸
〈非暴力〉主義としての「仁」の思想　
―朱熹の「生」の哲学・再考―
	
小路口
　
聡
『白水社中国語辞典』の編集に携わって
	
岩野
　
忠昭
『春秋繁露』註釋稿（三十五）
	
春秋繁露研究会
　
岩野
　
忠昭
	
野村
　
英登
日本の文化外交についての研究動向と課題　
―政策を中心として
	
川田
　　
健
「却」 「只」 （
zhi 第三聲）の意味やはたらき
　
― 『水滸伝』 の飜訳作業ではない原文読解作業の場合
　
	
阿部
　
兼也
第
17号（二〇〇八年度）
張文環の従軍演習体験
	
野間
　
信幸
『血盆経』について―北京で入手した 『血盆経』 版木の紹介を中心として―
	
川崎ミチコ
王畿「致知議略」精読
	
小路口
　
聡
梅尭臣の後半生の交友詩　
―裴煜と宋敏修について―
	
坂井多穂子
文系大学の自然科学教育　
―東洋大学白山校舎の場合―
	
山岡
　
景行
中国現代文学へ 共感　
―魯迅 「風筝」 と巴金 「懐念胡風」 をつなぐもの―
	
野間
　
信幸
	
（付漢訳）馬
　　
雪峰
第
18号（二〇〇九年度）
東敬治編『澤瀉先生逸話籠』の特色
	
吉田
　
公平
王畿の「一念」の思想　
―王畿良知心学原論（一）―
	
小路口
　
聡
敦煌文献に見る人々の「死後の世界」への思いについて　
―『仏説地蔵菩薩経』 ・ 『仏説十王経』 ・ 『津藝一九三
　
＋岡四四＋伯二〇五五』写本紹介を中心として―
	
川崎ミチコ
第
19号（二〇一〇年度）
鬼を責む
―劾鬼の宗教的展開―
	
山田
　
利明
王畿の「一念自反」の思想　
―王畿良知心学原論（二）―
	
小路口
　
聡
『文府滑稽』が『荘子』にみた「滑稽」表現
	
坂井多穂子
卒業論文の評価基準について　
―中国の大学における日本語学科の卒論をめぐって―
	
華中科技大学外国語学院
　
易
　　　
路
	
陳
　　
俊森
張文環親戚・旧友訪探録
	
原著（訪問・記録）柳
　　
書琴
	
飜訳（第
1章）野間
　
信幸
三四七
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（第
2章）馬
　　
雪峰
	
（第
3、
4章）岡部
　
路子
第
20号（二〇一一年度）
川田雄琴の『大洲好人録』について
	
吉田
　
公平
三宅元珉『老子道徳経會元』提要
	
山田
　
利明
朱熹の「慎独」 思想
	
小路口
　
聡
中国の大学における卒論テーマ選定の評価基準　
―日本語学科の卒論タイトルの分析を通して―
	
華中科技大学外国語学院
　
安
　　　
静
	
陳
　　
俊森
第
21号
　
吉田公平教授
　
山岡景行教授
　
退休記念号
　　　　
（二〇一二年度）
吉田公平教授
　
略歴・研究業績記録
山岡景行教授
　
略歴・研究業績記録
謫仙の構造
	
山田
　
利明
天地を生みだす良知について　
―王畿良知心学原論（三）―
	
小路口
　
聡
楊萬里の「喜雨」詩について
	
坂井多穂子
中国庭園における見立の表象　
―拙政園を例にして
	
有澤
　
晶子
張文環文学の原郷　
―出水坑から考える―
	
野間
　
信幸
海保青陵『経済話』にみる「情」と「法」
	
坂本
　
頼之
中江藤樹の「明明徳」について
	
伊香賀
　
隆
朱熹哲学における感応と理
	
辻井
　
義輝
明末天主教における「霊」と「理」に関する一考察	
播本
　
崇史
一九三〇年と三一年の丁玲　
―第一次作風変化を巡って―
	
馬
　　
雪峰
蘇青と『古今』
	
田中
　
路子
『博物新編』に見る日本の近代科学教育
	
中村
　　
聡
『東洋大学中国哲学文学科紀要』の終刊にあたって	
野間
　
信幸
既刊号表紙・目次（書影）『東洋大学中国哲学文学科紀要』 （創刊号～第二一号）総目次『東洋大学中国哲学文 科紀要』 （創刊号
～
第
21号） 著者別索引
	
播本崇史
	 作成
東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第二十一号
	 第14号	 鈴木無隠の「河井継之助言行録」について
	 第15号	 岡本巍の『自叙年譜』について
	 第16号	 東敬治と『王学雑誌』について
	 第18号	 東敬治編『澤瀉先生逸話籠』の特色
	 第20号	 川田雄琴の『大洲好人録』について
?
刘久明	 第10号	 郁达夫与谷崎润一郎
柳書琴	 第19号	 張文環親戚・旧訪探録　原著（訪問・記録）
（播本崇史　作成）
著者別索引（創刊号〜第
21号）
?
馬雪峰	 第17号	 对中国现代文学的共鸣─使鲁迅的「风筝」和巴金的「懐念
  胡风」相联接的精神─（漢語翻訳）
	 第19号	 張文環親戚・旧友訪探録（翻訳・第 2章）
	 第21号	 一九三〇年と三一年の丁玲─第一次作風変化を巡って─
?
山岡景行	 第17号	 文系大学の自然科学教育─東洋大学白山校舎の場合─
山口るみ子	 第12号	 梁啓超「東籍月旦」に見る西洋近代思想受容の態度と倫理
	 	 思想
山田利明	 創刊号	 六朝における『太平経』の伝承
	 第 3号	 道教神像の崇拝
	 第 4号	 アメリカの道教研究─日米道教研究会議─
	 第 5号	 中国思想用語漢・英対照稿（Ⅰ）
	 	 The Chinese-English Comparative Glossary of Chinese 
  Thought?Ⅰ）
	 第 6号	 霊宝経と大乗思想─霊宝斎の思想的基盤─
	 第 8号	 中国思想用語漢・英対照稿（Ⅱ）
	 第10号	 気韻生動─宗教としての山水─
	 第10号	 『老君音誦誡経』訳稿（一）
	 第12号	 北魏道教の一側面
	 第14号	 「魏文朗仏道造像碑」一則
	 第16号	 近代人文学と中国民俗学─許地山『扶箕迷信的研究』─
	 第19号	 鬼を責む─劾鬼の宗教的展開─
	 第20号	 三宅元珉『老子道徳経會元』提要
	 第21号	 謫仙の構造
?
遊佐昇	 第12号	 成都・嚴真觀と信仰─嚴君平への信仰をめぐって─
?
横打理奈	 第 7号	 『女神』の版本について
	 第10号	 郭沫若の新詩誕生を探る─旧詩の考察から─
	 第12号	 胡適の『詩経』解釈にみる文学観
吉田公平	 第 9号	 王陽明の「朱子晩年定論」について
	 第11号	 王陽明「親民堂記」考
	 第12号	 中江藤樹年譜稿
東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第二十一号
?
野間信幸	 創刊号	 呂赫若─孝を描いた台湾人作家
	 第 3号	 張文環の「父の要求」について
	 第 5号	 呂赫若「一本のラケツト」について
	 第 7号	 井上円了の「台湾紀行」
	 第 7号	 『台湾文学』の内紛について
	 第 8号	 『台湾文学』における広告
	 第 9号	 「台湾文芸」「台湾新文学」における広告
	 第11号	 張文環「頓悟」について
	 第12号	 張文環作品に表れたる漢文教養
	 第13号	 『フォルモサ』創刊までの張文環
	 第15号	 『東洋大学新聞』に掲載された龍瑛宗「蕃人」
	 第16号	 張文環と二つの太平山─閉ざされた作品舞台─
	 第17号	 張文環の従軍演習体験
	 第17号	 中国現代文学への共感
	 	 ─魯迅「風筝」と巴金「懐念胡風」をつなぐもの─
	 第19号	 張文環親戚・旧友訪探録（翻訳・第１章）
	 第21号	 張文環文学の原郷─出水坑から考える─
野村純代	 第13号	 『春秋繁露』註釋稿（二十九）
野村英登	 第 6号	 『春秋繁露』註釈稿（十一）
	 第 8号	 『春秋繁露』註釋稿（十六）
	 第 9号	 「春秋繁露」註釋稿（十九）
	 第10号	 全真教南宗の仏教受容に関する一考察
	 	 ─翁葆光の内丹思想を例として─
	 第13号	 『春秋繁露』註釋稿（二十九）
	 第14号	 『春秋繁露』註釋稿（三十一）
	 第16号	 『春秋繁露』註釋稿（三十五）
?
長谷川潤治	 第12号	 井上円了の原風景を読む─稿本『詩冊』を中心に─
馬場将三	 第5号	 中国思想用語漢・英対照稿（Ⅰ）
	 	 The Chinese-English Comparative Glossary of Chinese 
  Thought（Ⅰ）
播本崇史	 第21号	 明末天主教における「霊」と「理」に関する一考察
著者別索引（創刊号〜第
21号）
	 第20号	 朱熹の「慎独」の思想
	 第21号	 天地を生みだす良知について─王畿良知心学原論（三）─
?
高戸聰	 第10号	 『春秋繁露』註釋稿（二十二）
田中永	 第 8号	 『春秋繁露』註釋稿（十六）
田中路子	 第21号	 蘇青と『古今』
（→岡部路子）
?
陳俊森	 第19号	 卒業論文の評価基準について
	 	 ─中国の大学における日本語学科の卒論をめぐって─
	 第20号	 中国の大学における卒論テーマ選定の評価基準
	 	 ─日本語学科の卒論タイトルの分析を通して─
?
辻井義輝	 第21号	 朱熹哲学における感応と理
?
中下正治	 創刊号	 山田純三郎宛の書簡─孫文関係・未公開資料─
	 第 4号	 恩師
	 第 4号	 二つの事変の狭間で
	 	 ─一在留邦人の見た満州事変および日支事変─
中村聡	 第 3号	 日本横浜大同学校─その創立年月日をめぐって─
	 第12号	 『天道溯源』訳註稿（一）
	 第13号	 『天道溯原』訳註稿（二）
	 第21号	 『博物新編』に見る日本の近代科学教育
?
二階堂善弘	 第 3号	 春秋繁露註釈稿（七）
	 第12号	 蘇州玄妙観の十二天君について
新田幸治	 第 2号	 史記卜式考
	 第 5号	 読「韓長孺列伝」
	 第 7号	 井上円了の漢詩集について
	 第 9号	 「游俠列伝」解
	 第11号	 読「汲鄭列伝」
東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第二十一号
?
邱為平	 第13号	 日本語通訳教育とその指導法について
?
坂井多穂子	 第17号	 梅尭臣の後半生の交友詩─裴煜と宋敏修について─
	 第19号	 『文府滑稽』が『荘子』にみた「滑稽」表現
	 第21号	 楊萬里の「喜雨」詩について
坂本頼之	 第11号	 『春秋繁露』註釋稿（二十五）
	 第12号	 『韓非子』における「知」の検討
	 第12号	 春秋繁露註釋稿（二十七）
	 第15号	 海保青陵の『韓非子』理解における折衷的傾向
	 第21号	 海保青陵『経済話』にみる「情」と「法」
佐藤友香	 第12号	 『林泉高致』に見える制作態度
?
春秋繁露研究会　第 2号	『春秋繁露』註釈稿（六）
	 　第 3号	 春秋繁露註釈稿（七）
	 　第 4号	『春秋繁露』註釈稿（九）
	 　第 5号	 春秋繁露研究会蔵『春秋繁露』諸本簡介
	 　第 6号	『春秋繁露』註釈稿（十一）
	 　第 7号	『春秋繁露』註釈稿（十三）
	 　第 8号	『春秋繁露』註釈稿（十六）
	 　第 9号	『春秋繁露』註釈稿（十九）
	 　第10号	『春秋繁露』註釈稿（二十二）
	 　第11号	『春秋繁露』註釈稿（二十五）
	 　第12号	『春秋繁露』註釈稿（二十七）
	 　第13号	『春秋繁露』註釈稿（二十九）
	 　第14号	『春秋繁露』註釈稿（三十一）
	 　第15号	『春秋繁露』註釈稿（三十三）
	 　第16号	『春秋繁露』註釈稿（三十五）
小路口聡	 第13号	 『朱子語類』巻一二四「陸氏」篇訳注（一）
	 第15号	 天下を以て己が任と為す─宋明儒学者たちの「志」─
	 第16号	 〈非暴力〉主義としての「仁」の思想
	 	 ─朱熹の「生」の哲学・再考─
	 第17号	 王畿「致知議略」精読
	 第18号	 王畿の「一念」の思想─王畿良知心学原論（一）─
	 第19号	 王畿の「一念自反」の思想─王畿良知心学原論（二）─
著者別索引（創刊号〜第
21号）
岩上治	 第 2号	 魯迅の提唱した「科学小説」その後
岩野忠昭	 第 6号	 『春秋繁露』註釈稿（十一）
	 第 7号	 『春秋繁露』註釈稿（十三）
	 第 8号	 『春秋繁露』註釋稿（十六）
	 第11号	 『春秋繁露』註釋稿（二十五）
	 第12号	 前漢後期の郊祭論
	 第12号	 春秋繁露註釋稿（二十七）
	 第13号	 『春秋繁露』註釋稿（二十九）
	 第14号	 『春秋繁露』註釋稿（三十一）
	 第15号	 『春秋繁露』註釋稿（三十三）
	 第16号	 『白水社中国語辞典』の編集に携わって
	 第16号	 『春秋繁露』註釋稿（三十五）
?
易路	 第19号	 卒業論文の評価基準について
	 	 ─中国の大学における日本語学科の卒論をめぐって─
?
岡部路子	 第19号	 張文環親戚・旧友訪探録（翻訳・第 3、4章）
（→田中路子）
?
川崎ミチコ	 第 2号	 敦煌文書に見る盂蘭盆について（一）
	 第 5号	 王敷撰「茶酒論」と敦煌に生活する人々
	 第 7号	 再び王敷撰「茶酒論」について考える
	 第13号	 『玉歴鈔伝』について（其の一）
	 第14号	 	『玉歴鈔傳』について（其の二）
	 	 平成十七年度に入手した『玉歴鈔傳』本についての報告
	 第17号	 『血盆経』について
	 	 ─北京で入手した『血盆経』版木の紹介を中心として─
	 第18号	 	敦煌文献に見る人々の「死後の世界」への思いについて
	 	 	─『仏説地蔵菩薩経』・『仏説十王経』・『津藝一九三＋岡
四四＋伯二〇五五』写本紹介を中心として─
川田健	 第 2号	 『春秋繁露』註釈稿（六）
	 第 4号	 『春秋繁露』註釈稿（九）
	 第 9号	 「春秋繁露」註釋稿（十九）
	 第12号	 「是不与焉考」─「あづかル」のイメージ
	 第16号	 日本の文化外交についての研究動向と課題
	 	 ─政策を中心として─
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?
阿部兼也	 第 4号	 訳解「紹興同郷公函」
	 第 6号	 魯迅の科挙受験
	 第 8号	 	川崎ミチコ著〈《研究ノート》王敷撰「茶酒論」と敦煌に生
活する人々〉及び〈《研究ノート》再び王敷撰「茶酒論」につ
いて考える〉批判
	 第 9号	 「謗」と「語」
	 第11号	 李白『月下独酌』の読み方
	 第12号	 施霖氏（魯迅の仙台時代の同宿者）のその後
	 第14号	 早期魯迅の科学精神と革命
	 第16号	 「却」「只」（zhi第三聲）の意味やはたらき
	 	 ─『水滸伝』の飜訳作業ではない原文読解作業の場合─
阿部正次郎	 創刊号	 創刊にあたって
	 第 2号	 中国古典詩歌考
荒木日呂子	 第 6号	 中国新石器時代の卜骨とその社会的意義について
	 第 8号	 卜骨の象徴的意義
	 第12号	 『淮河流域における符号からみた世界観』
	 	 ─賈湖、双墩、竜虯荘遺跡を中心にして─
荒見泰史	 第 5号	 講唱体研究の一周辺資料
	 	 ─敦煌資料仏教説話節録体について─
有澤晶子	 第21号	 中国庭園における見立の表象─拙政園を例にして
有田和夫	 第 3号	 陳独秀の思想的出発…康党から乱党へ…
	 第 4号	 章士釗の厳復評
	 第 6号	 専制的統一への期待─籌安会の思想をめぐって─
	 第 8号	 西欧近代思想概念受容に顕れた中国思想の特性
	 第10号	 “打孔家店”考
安静	 第20号	 中国の大学における卒論テーマ選定の評価基準
	 	 ─日本語学科の卒論タイトルの分析を通して─
?
伊香賀隆	 第21号	 中江藤樹の「明明徳」について
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